






研究要旨 乳幼児期の子どもをもつ父親(117 名)と母親(168 名)を対象として、子どもに対

する感情や子育て観、育児ストレスの実態を把握するために調査票調査を実施した。 

その結果、父親の育児に対する関心はけっして低くはないことがみられた。自分自身が父

親であることについての肯定感や、家族思いの良い父でありたいとする意識はかなり強い

結果が示された。その反面、育児は本来的には母親のものであるとして、第三者的な意識

も根強いことが示されている。したがって、子どものことで不安があると回答している父

親も、それが必ずしも育児ストレスとなっては現れていない。一方、母親も母親としての

充実感や責任感を強くもってはいるものの、育児に追われる日常の苛立ちは、父親に比べ

て強い結果が示されている。とりわけ子どものことで不安があるとする母親にその傾向が

顕著であった。 

父親が育児に一応関心を高めつつも、それがストレスとはなっていない現状は、父親の育

児参加が実際はまだそれほど進んでいないことの現れではないかと考えられる。母親の育

児負担を軽減するためにも、父親のいっそうの育児参加の推進が求められるところである。

しかし、父親が母親と同様に育児に密着し、ストレスを高める結果を招くことがあっては

ならないであろう。本調査対象が示した親であることへの肯定感や責任感を維持しつつも、

それが育児ストレスとはならないような親の育児のあり方、そして、親に対する育児支援

のあり方を模索する必要性は、今後、父親の育児参加を推進するうえでも求められている

ことは、母親に対する育児支援と同様であることを指摘したい。 


